




























































































































　　　　　　　　　　　　　　　     ユ・ギオ
出す朝鮮戦争（韓国では一般に「６．25」と、
1950.6.25の日付で呼ぶ）が始まるのである。1945
　　　　　　　　　　　　　　 ・  ・　　　　　　　  ・  ・
～1953年とは先ず第一に、開放から朝鮮戦争まで
の時代だったのである。
 　　　　　　　　　　　･　・　　　    ・　・
　第二に、では上の「～から、～まで」の間には
何があったのか､ということになろう。｢万歳!」を
叫んで街をねり歩いたその10日後、アメリカ軍は
インチョン
仁川に上陸し、北緯38度線に基づく米・ソ両軍の
分割占領を発表し、同９月７日アメリカ軍司令部
は南朝鮮（韓国）に軍政をしきこれを支配する旨
を布告する。つまり韓国は1945～1948年までの３
年間、米軍政府の支配化に置かれ、しかもソウル
の北方数10キロ以北はソ連軍に統治される共産主
義国家北朝鮮が同民族分断国家として横たわるこ
ととなる。いわゆる東西冷戦構造の犠牲として朝
　　　　　　ぷた
鮮半島は真っ二つに分断される。この当たりは学
生諸君もよく知っていると思う。
〔四〕
　しかしあまり知られておらず、また意図的に隠
された点も多い。上の時代における具体的な韓国
人の姿がそれであり、アメリカ軍による軍政の実
　　　　　　　　　イ・スンマン
態、及び初代大統領李承晩の独裁政権の実態とそ
れに対する抗争事件の数々である。紙面の制約の
ため､ここではその一部の大枠しか述べ得ないが、
まずアメリカ軍政の失策について。米軍政は、こ
ともあろうに日帝植民地時代のいわゆる｢親日派」
を軍と警察と政府と経済面の重要なポストにこと
ごとく復職させた点。｢親日派」とは、日帝植民地
時代に日本人の手先となり、同一民族である韓国･
朝鮮人を苦しめ搾取した者たちに韓国・朝鮮人が
つけた名である。｢親日派｣は富と地位と安定を得
るため、日本人とツルンで、韓国・朝鮮人を支配
し敵に回した者たちであり、人数的には警察分野
に一番多く、地主や国会議員の大多数もそうで
あった。彼らは日帝と戦う独立闘争の志士たちを
捕え、思想統制を行ない、日帝植民地化に積極的
に参加しこれを推進させた。上述の李泳禧氏は、
およそ植民地国家というものは解放後はそれに協
力した者達を現職から退かせ、そうして新しい体
制を打ち立ててこそ真の独立に向かいうるはずだ、
と述べている。「解放」後、日帝の手先となった
｢親日派」たちは逃げまどい保身に苦慮する。とこ
ろがアメリカ軍政は、彼らの大部分を元の職につ
かせ、逆に独立闘争の志士たちを排除したのであ
る。民心がアメリカ軍、および当時の政府から離
れるのは当然である。そのため南の知識人や良識
派の多くの人々は反・米、つまり共産主義をむし
ろ思想としては受け入れてゆくのである。『太白山
脈』でもこうした人物、つまり日帝の手先となり、
次は米軍の手先となり富と名誉と地位を確保し続
ける人物が登場する。　　　そして何よりも当時
の「良心」とも言える中道派も描いている。小説
　　　　　　　　　　　　　　　キム・ボムウ
の中では主人公と目される人物「金範佑」。中道
　　　　　　　　　　キム・グ
派は現実の歴史では、金九氏に代表される。彼ら
はアメリカ対ソ連中国というイデオロギー対立を
否定し、共産主義もアメリカ型自由主義も退け、
従って南北分断それ自体に反対する勢力であり、
朝鮮半島全体の統一と朝鮮半島独自の政体を願っ
　　　　　　　　　　　　キム・イルソン
た｢良心」たちである。北の金日成にはソ連と中
国というバックがあった。しかし金九先生には代表
される中道派には何のバックもない。従って現実
の政治の舞台では始めから勝目はない。彼らを中
道派と呼ぶのは、アメリカ派でもなくソ連派でも
なく、｢朝鮮民族全体の独立と統一政治｣を願った
というまさしくその故であった。
〔五〕
　李承晩政権下、少なくとも100万人の韓国人が
｢アカ狩り｣の名の下に粛清・虐殺されたことが今
日の勧告では公然と言われ始めた。北の金日成政
権下では、おそらくこれをはるかに上回るであろ
う。これが朝鮮半島の1945年以降の実態の一部で
ある。無力な中道派の良心はことごとく打ち砕か
れ、それのみがその多くは李承晩・金日成政権下
の粛清・虐殺の対象とされてしまった。金九先生
の暗殺は、その象徴にすぎない。　　　しかし今
や、ソ連が崩壊し、南北統一が叫ばれる状況下に
おいて、この時代の良心・中道派こそが再び顧み
られるであろう。何故ならば、南北に共通する政
治思想体系は、まさしく南北を超越しようとした
金九中道派にその歴史的原型を認めるからである。
卑近な表現を用いれば、何らかの意味での南北統
一後のスーパースターは金九先生しかいないので
ある。かくして「1945～1953年をどう見るか」と
いう問いは、一つの歴史的認識にかかわる問いで
あり、今も朝鮮半島が背負い続けている問いなの
である。小説『太白山脈』は、そのことを私たち
に伝えてくれる。
　　　
　　　　　　　小説「太白山脈」
